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土地利用構想と目標人口
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第4次総合計画 土地利用構想
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和戸駅周辺（国納・高野島）
新住宅地⇒土地利用検討エリア

須賀沼端地区
土地利用検討エリア（拡大）

道仏土地区画整理地区
新住宅地⇒既存住宅

姫宮駅西口
新住宅地⇒土地利用検討エリア

※県の方針により、住居系での市街化
区域の拡大ができなくなったため

※県の方針により、住居系での市街化
区域の拡大ができなくなったため

沖の山・八河内⇒和戸横町地区
土地利用検討ゾーン⇒拠点産業地

凡例 ※名称の変更
・中心商業地⇒中心市街地
・近隣商業地⇒複合市街地
・工業地⇒拠点産業地
・ゾーン⇒エリア

第5次総合計画 土地利用構想（案）
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平成22年
（2010年）

令和2年
（2020年）

総人口 33,885人 31,784人

年少人口
0～14歳割合 10.3％ 7.8％

生産年齢人口
15～64歳割合 65.6％ 58.4％

老年人口
65歳以上割合 24.1％ 33.8％

老年人口
75歳以上割合 8.9％ 17.3％

■宮代町の人口推計

出典:国立社会保障・人口問題研究所
日本の市区町村別将来推計人口－市区町村別男女５歳階級別推計人口（平成20年12月推計）

道仏土地区画整理事業
計画人口 2,600人

H22 Ｒ2

33,885人

31,784人

2,600人＋α

35,000人

（2010年） （2020年）

目標人口

構想２ 交流人口を増やす

構想３ 定住人口を増やす

■第4次総合計画 重点構想

構想４ 産業を結び、活かし、広げる

構想５ 公共施設の機能と役割の再編

構想１ 人・活動・地域をつなげる

区画整理事業＋
総合計画の政策効果

第4次総合計画 目標人口
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令和2年
（2020年）

令和12年
（2030年）

総人口 33,814人 31,520人

年少人口
0～14歳割合 11.2％ 11.4％

生産年齢人口
15～64歳割合 56.8％ 54.8％

老年人口
65歳以上割合 32.0％ 33.8％

老年人口
75歳以上割合 16.1％ 22.4％

■宮代町の人口推計

住民基本台帳ベース独自推計（令和1年4月推計）※今後計画期間に合わせた最新の推計を行う

Ｒ2 Ｒ12

33,814人

31,520人
2,500人

34,000人

（2020年） （2030年）

駅を中心に既存市街地
の魅力を高め、現状の
人口を維持する

53ha

313.5ha

市街化区域面積（ha）

市街化区域（未利用地※農地含む）

市街化区域（利用地）

53ha（約14％）が
未利用の市街化区域
※参考
道仏土地区画整理事
業約32ha

戦略Ｄ
歩きたくなる「まちなか」をつくる

戦略Ｅ
日々の生活のアクセス性を高める

戦略Ｆ
顔が見える地域経済をつくる

戦略Ｇ
地域に人々の集まる“キッカケ”を生み出す

戦略Ｊ
街中の遊休スペースを効果的に活用する

■市街地に向けた戦略

目標人口

第5次総合計画 目標人口


